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１. 2009 年 11 月 29 日（日）の青葉台地区児童クラブのもちつき大会に、リユース食器を

貸し出しました。

青葉台悠容クラブも毎年お手伝いし、

三世代交流の場になっております。

その他のリユース食器貸出状況

 災害ボランティア受け入れ立ち上げ訓練

 ふじひろみ（２回）

 広見生涯学習（２回）

 チャーミ(久沢のお茶屋さん）

 天間梅まつり

２. 2009 年 11 月 30 日の朝日新聞に、富士市のごみを考える会が、掲載されました。



３. 第３回富士市環境フェア（平成 21年 12月５日開催－ふじさんめっせ）に当会も参加。

当会は、「ごみ減量化へ向けての啓発ブース」、「市民活動発表」、「使い捨て容器削

減に向けてのリユース食器の提供」を行いました。

「市民啓発発表」では、「富士山とごみとわたし（PartⅢ）」と題した「紙芝居」を発表

しました。

４. １２月１３日午前１０時より、「環境省に聞いてみよう！廃棄物行政の取り組み」を主催
＜講師：環境省大臣官房室廃棄物リサイクル部廃棄物リサイクル課 作花哲朗課長補佐＞

わが国で、廃棄物行政が現れたのは、戦後のことです。

江戸時代は、くず拾い・し尿やかまどの灰まで買う方たちがいて、

ほぼ完璧なリサイクル社会が回っていました。

戦後、環境衛生（疫病などの根絶）対策として、清掃法ができ、ご

みを処理することだけを目的としました。

その後、高度成長時代にあまりのごみの増大に、廃棄物処理法

が作られ、公害防止と環境保全を目的としました。

1990 年代に入り、地球環境問題が出てきたのを背景に、「ごみを

減らそう」と廃棄物処理法が改正され、各種リサイクル法の整備が始

まり、はじめて資源循環型社会の考え方が出てきました。

1999 年には、ダイオキシン類対策特別処置法が作られ、焼却炉

のダイオキシンが除去され、それができない焼却炉は廃棄処分とな



りました。家庭用の小型焼却炉もダ

イオキシン規制ができないことから

使用禁止になりました。逆に言うと、

それまでは、野放しだったということ

になります。こわいことでした。

循環型社会形成推進基本計画

ができたのが、２０００年。平成２０年

３月２５日に、改定が閣議決定され、

３R（ごみの減量リデュース・リユー

ス・リサイクル）の一層の推進、「低炭

素社会・自然共生社会への取り組

み」がうたわれています。

「地域循環圏」の構築は、本当に大事なことと思います。地域のことは地域で循環させていこうという

発想です。他の法律と比べ、資源循環型社会は、始まったばかりの考え方です。

これからです！

５. 2010 年 1 月 27 日、伝法小学校の２分の１成人式に招待されました。
昨年、ごみの勉強で、生ごみ資源化講座をさ

せていただきましたので、そのお礼ということで

す。

赤ちゃんのときからの全校生徒の写真スライド

と元気な演奏の後、

一人ひとりの将来の夢を劇で披露しました。

野球選手やサッカー選手、ケーキ屋さんがや

はり一番多かったですが、ほかに、大工さん、ヘ

ルパーさん、介護士、作業療法士、薬剤師さん

なども各クラスに何人かいて、目立ちました。

結構具体的で、時代の反映と子供たちも真剣

だな、いつもでも今の気持ちを忘れずに、心より

感じました。

最後にお母さんお父さんの所に行って、お礼

の手紙を読みました。

誰もがうるうる泣いていました。私たちもうるうる

してしまいました。

生ごみぼかしで作った土で、クロッカスを育て、

ペットボトルリサイクルで作ったかわいい鉢入れ

て、お土産にいただきました。

素敵な時間を共有させていただき、ありがとう

ございました。本当に楽しかったよ~

地球防衛隊のバトンは皆様に渡しましたよ~


